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１
２
年
６
月
２
日
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
あ

る
釜
石
市
と
大
槌
町
を
訪
れ

た
。
昨
年
の
３
月
1
5
日
か
ら

の
緊
急
救
援
活
動
を
合
め
て

３
回
目
で
あ
る
。
暖
か
い
日

一
差
七
に
、
雪
に
壇
わ
れ
た
当
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時
の
陰
惨
な
環
境
下
で
行
っ

た
避
難
所
で
の
医
療
活
動
に

一
幻
の
感
が
す
る
。
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あ
る
。
第
一
弾
は
様
々
な
分
‐

野
の
大
槌
町
民
一
行
の
気
仙

沼
復
興
商
店
街
南
町
紫
市
場

へ
の
訪
問
。
第
二
弾
は
気
仙

沼
の
仮
設
商
店
街
の
人
々
が

大
槌
町
の
商
店
街
を
逆
訪
問

し
、
協
定
調
印
式
を
行
い
、

第
三
弾
は
７
月
1
5
日
に
大
槌

北
小
福
幸
き
ら
り
商
店
街
で

開
催
さ
れ
た
「
福
幸
き
ら
り
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一
両
虻
が
言
っ
ｋ
％
ｏ
ｙ
被
し
」
か
ら
に
ぎ
り
寿
防
の
提
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大
槌
健
康
サ
ポ
ー
夏
祭
り
」
。
阪
神
淡
路
大
瞰

Ｉ
ト
セ
ン
タ
ー
は
東
日
本
火
災
の
被
災
地
だ
っ
た
淡
路
島

震
災
復
興
支
援
第
一
涙
３
カ
レ
の
「
淡
路
ビ
ー
フ
新
谷
」
か

年
計
画
の
主
役
で
あ
る
。
「
花
。
ら
「
淡
路
牛
の
も
も
の
丸
焼

の
こ
と
は
花
に
聴
け
」
と
世
き
」
と
気
仙
沼
の
「
流
れ
寿

災
地
の
こ
と
は
被
災
地
の
人
供
等
が
な
さ
れ
る
。

た
ち
が
一
番
良
く
頻
っ
て
い
　
祭
り
は
地
域
共
同
体
の
工

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ル
ギ
ー
の
象
徴
。
『
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最
大
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
ギ
ー
が
あ
る
か
ら
祭
り
を
実

　
「
被
災
他
聞
相
互
交
流
」
で
行
で
き
る
の
か
、
祭
り
を
実

東ｸ日本大震災復興への｡エネルギー
行
す
る
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

湧
く
０
．
か
。
神
社
仏
閣
が
祭

り
の
場
阪
り
人
が
集
う
。
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氏
子
や
檀
家
が
そ
の
起
爆
力
十

と
な
る
。
‘
復
興
支
援
と
は
喜

び
の
共
有
で
あ
る
。
　
　
。

喜
び
の
共
有
は
新
た
な
る

絆
形
成
に
つ
な
が
る
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
被
災
地
閣
相
互
交
流

の
次
な
る
テ
ー
マ
は
「
祭
り
」

で
あ
る
。
古
く
て
新
し
い
感

覚
で
の
剔
出
で
あ
る
。

　
今
月
2
5
日
か
ら
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ

華
蔵
寺
合
同
プ
ロ
グ
グ
．

‘多
く
の
人
が
集
ま
ひ
、
絆
が
深
ま
っ
た
福

幸
き
ら
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夏
賛
千
槽
昼
朝
雄
昼
浚
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ポ
ン
サ

匹

①
シ
ッ
プ
そ
し
て

‘

る　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
す
べ
て
の
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

は
、
必
ず
来
る
南
海
ト
ラ
フ

と
東
京
直
下
型
地
震
対
応
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
’
南
海

ト
ラ
フ
に
よ
る
大
災
害
ま
で

５
年
か
ら
1
0
年
と
言
わ
れ
て

い
る
。
大
槌
～
気
仙
沼
～
志

パ
↑
今
ナ
ー
シ
ッ
　
津
川
を
南
海
ト
ラ
フ
と
東
京

ニ
プ
で
あ
兎
最
も
一
直
下
型
地
震
対
応
救
援
活
動

｛
危
険
な
人
間
関
係

か
無
斯
限
の
ス
ポ

づ
ン
サ
Ｔ
シ
ッ
プ
で

体
験
を
、
奮
羅
万
全
天
犬
」
有
子
手
工
具
ブ
で
お

瀧
１
老
、
」
循
仇
曇
尊
〈
今
泉
晋
晋
兪
祭

ば
、
「
リ
ー
ダ
ｔ
‐
‐
シ
ッ
プ
よ

り
お
世
話
役
」
が
最
良
で
あ

ｊ

後
方
支
援
拠
点
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。
そ
の
司
令
塔

が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
大
槌
健
康
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
寸
で
あ
る
。
「
大

槌
町
か
ら
救
援
チ
ー
ム
来

る
」
。
‘
心
が
動
か
さ
れ
る
の

は
こ
の
】
点
で
あ
る
。
大
穂

町
に
は
一
刻
も
早
ぐ
復
興
し

て
い
た
だ
き
犯
吋
‘

　
情
け
は
人
の
た
め
な
ら

ず
。
日
本
は
桓
互
扶
助
の
国

で
あ
る
。
確
僑
じ
て
い
る
Ｑ
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入
高
校
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盾
を
確
保
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葺
貪
谷
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生
会
大
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メ
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ち
高

校
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３
名
と
大
槌
稲
荷
神
社

．
な
．
か
．
　
．
．
　
．
ｓ
ｌ
”
ｓ

ｌ
ｌ
ｌｌ
ご
一
゛
く
．
．
．
．
ム
１
…
ぐ
ー
ゾ
ー
　
．
‘
／
１
１
１
］
’
ｊ
；
ｊ
．
‐
こ
り
．
1
1
1
ｊ
ｊ
ぷ
‘
１
．
’
ｌ
ｊ
１
。
・
り
．
ｊ
３
１
～

禰
宜
の
十
王
館
夫
妻
が
岡
仙
・
尨
仏
鴛
聖
識
者
の
方
音
ご
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に
来
る
。
大
槌
稲
荷
林
社
匯
伝
え
る
な
政
一
敗
末
雄
で
畝
〈
で
い
番
か
き
肪
比
に
来
ま
し

　
大
震
災
の
時
に
避
難
所
と
七
焉
…
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巻
雲
を
開
く
。
華
蔵
寺
住
助
け
把
来
て
く
だ
さ
い
。
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6 0
年
に
一
度
災
瞥
信
二
職
同
形
国
嗣
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来
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」
と
の
言
い
伝
え
を
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っ
た
食
料
備
蓄
と
、
圭
甫
副
教
主
黒
住
家
道
氏
に
感
謝
〈
災
尨
の
虻
曼
蚤
置
ず
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の
も
と
に
模
範
的
な
避
難
所
　
人
は
誰
で
も
他
人
の
役
に
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